












文学研究でよく知られている近世中国語研究会である。訳社は、荻生徂徠（寛文六年〈一六六六〉 ～享保十三年〈一七二八〉 ）の蘐園学派の唐話（近世中国口語）研究会と思われ、蘐園学派の訳学と古文辞学の一環として、近世文芸研究史の中で取りあげられている。近世日本の訳学と俗語文学についての研究は、徂徠の『譯文筌蹄』 （正徳四年〈一七一四〉 ～正徳五年〈一七一五〉 ） 、特にその理論をなす「題言十則」を中心として述べられており、訳社について言及されてはいるが、資料が少ないため、これまであまり重要視はされていなかった。本研究では、徂徠以外の主催者及び参加者に注目し 「訳社」が蘐園学派と緊密に関係していながら、その影響は蘐園学派に限られていない点を指摘することを試みる。　
訳社については、一九四〇年に出版された石崎又造の『近世日本における支那俗語文学史』の中の一節が恐らく











の経歴や人物像は解明が進ん おらず、 「訳社」に言及している先行研究でも触れられな ことの多い人物となっている。　
井伯明とはいったい何者なのか。江戸時代の人名について記載した諸辞書には、 （例えば、 『改訂増補漢文学者総





























































































































　『蘐園雑話』には、北渓が書いた明律に関する条約が記載されている。この条約が主君に明律のことを聞かれた時守るべき規則であり 強調しているのは、律は意味が深くて理解しに く、且つ 命に関わっているものなので、
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物を指す 不明なものがほとんどだ。しかし、二十一人の 番目の「服南郭」は服部南郭、二番目の「藤東野」は安藤東野（天和三年〈一六八三〉 ～享保四年〈一七一九〉 ） 、三番目の平義質は三浦竹渓（元禄二年〈一六八九〉 ～宝暦六年〈一七五六〉 ）であると考えられる 要するに、この条約は東野 亡くなった享保四年以前に書かれたものであると思われる。これは訳社の開催期と重なっている。また、 三人とも蘐園門人でありながら、柳沢吉保（万治元年〈一 五九〉 ～正徳四 七一四 ）の家臣でもあった。明律研究グループは唐話研究のために明律を扱っているのではなく、政治のために明律を研究していることがここからも見受けられ 。　
この明律研究グループもまた徂徠を中心とすると記載している資料もある。まず、服部南郭の『南郭先生文集』
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同『唐音雅俗語類』 （享保十一年〈一七二六〉 ）影印版：長沢規矩也編『唐話辞書類集』 （汲古書院、一九六九
－ 一九七六年） 、第六巻、三〇一
－ 三五四頁。





















清水正健『水戸文籍考』 （須原屋書店、一九二二 ）鳥居久靖「日人編纂中国俗語辞書の若干について」 、 天理大学学報』 （一九五七 、第八巻、第三号、九九
－ 一一八頁） 。
西島醇『儒林源流』 （東洋図書刊行会、一九三四年）服部南郭『南郭先生文集』 （享保十二年〈一七二七〉















いる。けれども、当時 人がどう思っているかは本当にはわからない。また、この岡井兄弟の父であ 人物も調べなければならないが、色々合致しないころがあり、今日は資料にあげていないが、この人は朱子派と書いている。江村北海も朱子学と唐話学といろいろ取り上げているので、どういう言い方で学派とはっきりわけるのは本当に問題があり ご指摘の点はもっともだ 思う。いま 黄陵が入門し いるかどうかは、岡井嵰州の方は、蘐園門人が作った『蘐園雑話』の最後に、門人として名前があるのに対して、黄陵 たしかではない。けれども、黄陵は、早く亡くなったため、そのせい 名前が入っていないか、他の人と交流が少な ったのかと 考えられる。太宰春台と、服部南郭との文集を見れば、岡井兄弟、ふ りとも出るのは、さっきの詩だけであり、本当に黄陵 どういう立場で蘐園とつ がっている か、いまの時点では いきれな これからの調査によ てわかるかもし 。黄陵も徂徠と同じ年な で、年のせいもある 思う。そもそも学派と わずにこれらの交流をどのように か、また どう うふ に影響をうけたか、というのは本当に大きな問題である。この影響というこ ばを、どういうふうに言い換 て、もっと建設的に、この人はこういう 歴の背景があって今のようになった、と明らか した 。本当に考えなければなら 問題であ 。
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